
令和５年厚木市教育委員会２月定例会日程 
 

日時 令和５年２月26日(日) 

午後２時から 

場所 第二庁舎16階会議室Ａ・Ｂ 

 

 

１ 開会 

 

 

２ 教育長報告 

 

 

３ 審議事項 

日程１ 議案第６号 令和４年度教育予算補正について 

 【教育総務部・学校教育部・社会教育部】 

日程２ 議案第７号 令和５年度教育予算について 

   【教育総務部・学校教育部・社会教育部】 
日程３ 議案第８号 令和５年度厚木市公共用地取得事業特別会計予算について 

  【社会教育課】 
日程４ 議案第９号 厚木市個人情報の保護に関する規則について    【教育総務課】 

 

 

４ 報告事項 

(1) 事務の臨時代理の報告について（厚木市学校運営協議会委員の委嘱について） 
                           【教育総務課】（資料１） 

(2) 事務の臨時代理の報告について（障害のある児童生徒の教育措置について） 
                           【教育指導課】（資料２） 

(3) 令和４年度厚木市教育委員会表彰被表彰者について    【教育総務課】（資料３） 

(4) 令和４年度こどもアート展について           【教育指導課】（資料４） 

(5) 令和４年度全国体力・運動能力、運動習慣等調査結果について 

                             【教育指導課】（資料５） 

 

 

５ 閉会 

 



 

議案第６号 

 

 

令和４年度教育予算補正について 

 

 

令和４年度教育予算補正について、別紙のとおり同意する。 

 

 

令和５年２月２６日提出 

 

                          

厚木市教育委員会 

教育長  佐 後 佳 親 

 

 

 

提案理由 

令和４年度教育予算補正について、地方教育行政の組織及び運営に関する法律第２９条

の規定により、市長から意見を求められたので、これに同意する。 



令和４年度教育予算補正

１　総　括

　（歳　入）

　（歳　出）

※　市長の権限に属する事務の補助執行に係る予算を含む。

※　歳入については教育委員会の特定財源のみを記載しているため、歳入と歳出の合計額は一致しない。

8,618,577

11,475,162

部　　　名 補正前の額

学校教育部 1,402,956

社会教育部 1,453,629

補正額

教育総務部 300,071

209,065

計

8,918,648

11,684,227

△ 9,540 1,393,416

 歳 出 合 計

（単位：千円）

部　　　名 補正前の額 補正額 計

教育総務部 3,721,362 △ 73,358 3,648,004

学校教育部 36,127 △ 6,354 29,773

※　次頁以降の歳入及び歳出については、各課等における補正関係部分のみ記載しているため、補正前の額の
　合計額は総括の歳入及び歳出額とは一致しない。

△ 81,466 1,372,163

社会教育部 246,051

（単位：千円）

△ 92,600 153,451

 歳 入 合 計 4,003,540 △ 172,312 3,831,228
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第５表 地方債補正 

１ 変更                                （単位：千円） 

起債の

目的 

補正前 補正後 

限度額 
起債の 

方法 
利率 

償還の 

方法 
限度額 

起債の

方法 
利率 

償還の 

方法 

小学校 

整備事

業 

318,500 普通貸借

又は証券

発行。 

なお、起

債の全部

又は一部

を翌年度

へ繰り越

して借り

入れるこ

とができ

る。 

 

年3.0％

以内 

(ただ

し、利率

見直し

方式で

借り入

れる政

府資金

等につ

いて、利

率の見

直しを

行った

後にお

いては、

当該見

直し後

の利率） 

 

償 還 期

間は、据

置 期 間

を 含 め

30 年 以

内。 

ただし、

財 政 上

の 都 合

に よ り

償 還 期

限 を 短

縮し、繰

上 償 還

し、又は

低 利 債

に 借 り

換 え る

こ と が

できる。 

269,000 補正前

に同じ 

 

補正前

に同じ 

 

補正前

に同じ 

 

中学校

整備事

業 

344,200 334,500 

中学校

給食施

設整備

事業 

1,907,600 1,828,500 

公民館

改修事

業 

93,800 51,800 

体育施

設整備

事業 

101,600 51,000 

計 9,311,600  8,748,900  

 



参考資料

〔一般会計〕歳入 「ほか」と記載がある箇所の内訳
（単位：千円）

55 国庫支出金
10 国庫補助金

80 学校施設環境 10 中学校費交付金 〔3ﾍﾟｰｼﾞ〕 【 金 額 】
改善交付金 中学校整備事業費交付金 60,964

学校給食課 80,295
教育施設課 △ 19,331

款　　項　　目 節 説　　　　明　　　　欄
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議案第７号 

 

 

   令和５年度教育予算について 

 

 

 令和５年度教育予算について、別紙のとおり同意する。 

 

 

  令和５年２月２６日提出 

 

                          

厚木市教育委員会 

教育長  佐 後 佳 親 

 

 

 

提案理由 

 令和５年度教育予算について、地方教育行政の組織及び運営に関する法律第２９条の規

定により、市長から意見を求められたので、これに同意する。 



令和５年度教育予算

１　総　括

　（歳　入）

　（歳　出）

※　市長の権限に属する事務の補助執行に係る予算を含む。

※　歳入については教育委員会の特定財源のみを記載しているため、歳入と歳出の合計額は一致しない。

 歳 出 合 計

3,780,807

6,156,182

部　　　名 本年度予算額

学校教育部 1,117,111

社会教育部 1,258,264

比　　　　較

△ 3,978,190

△ 4,335,621

1,341,656 △ 224,545

（単位：千円）

部　　　名 本年度予算額 前年度予算額 比　　　　較

教育総務部 960,788 3,234,126 △ 2,273,338

学校教育部 39,621 36,127 3,494

1,391,150 △ 132,886

社会教育部 136,852

（単位：千円）

246,051 △ 109,199

 歳 入 合 計 1,137,261 3,516,304 △ 2,379,043

前年度予算額

教育総務部 7,758,997

10,491,803
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第２表 継続費 

                                （単位：千円） 

款 項 事業名 総額 年度 年割額 

50 教育費 5 社会教育費 厚木北公民館整備事業 1,280,591 

令和５年度 99,700 

令和６年度 1,180,891 

 

第３表 債務負担行為 

                                （単位：千円） 

事項 期間 限度額 

教育系システムユーザー設定業務委

託経費（令和５年度分） 
令和６年度 3,300 

小中学校ＬＡＮ配線等業務委託経費

（令和５年度分） 
令和６年度 2,200 

小学校特別教室冷暖房設備賃借料

（令和５年度分） 
令和６年度～令和15年度 252,561 

小学校受変電設備改修事業経費（令

和５年度分） 
令和６年度 309,540 

小学校施設整備事業者選定支援業務

委託経費（令和５年度分） 
令和６年度 27,000 

単独調理場殺虫殺菌業務委託経費

（令和５年度分） 
令和６年度 225 

単独調理場排水処理施設保守点検業

務委託経費（令和５年度分） 
令和６年度 990 

学校給食従事職員細菌培養検査業務

経費（令和５年度分） 
令和６年度 99 

小学校給食調理等業務委託経費（令

和５年度分） 
令和６年度～令和８年度 1,210,851 

小学校牛乳パック収集・運搬業務委

託経費（令和５年度分） 
令和６年度 530 

小学校給食用食材賄材料費（令和５

年度分） 
令和６年度 

単価に発注数量を乗じた

金額 

 



25 

事項 期間 限度額 

小中学校情報機器保守業務委託経費

（令和５年度分） 
令和６年度 352 

南部学校給食センター排水処理施設

維持管理業務委託経費（令和５年度

分） 

令和６年度 69 

中学校牛乳パック収集・運搬業務委

託経費（令和５年度分） 
令和６年度 346 

中学校給食用食材賄材料費（令和５

年度分） 
令和６年度 

単価に発注数量を乗じた

金額 

第７期図書館情報システム構築業務

委託経費（令和５年度分） 
令和６年度 49,144 

図書館用新聞記事データベース使用

料（令和５年度分） 
令和６年度 88 

図書等搬送業務委託経費（令和５年

度分） 
令和６年度 693 

複合施設図書館実施設計アドバイザ

リー業務委託経費（令和５年度分） 
令和６年度 16,060 

あつぎ郷土博物館環境調査業務委託

経費（令和５年度分） 
令和６年度 180 

 

第４表 地方債 

                              （単位：千円） 

起債の目的 限度額 起債の方法 利率 償還の方法 

小学校整備事業   203,300 
普通貸借又は証

券発行。 

なお、起債の全部

又は一部を翌年

度へ繰り越して

借り入れること

ができる。 

 

年3.0％以内 

(ただし、利率見

直し方式で借り

入れる政府資金

等について、利

率の見直しを行

った後において

は、当該見直し

後の利率） 

 

償還期間は、据置

期間を含め30年

以内。 

ただし、財政上の

都合により償還

期限を短縮し、繰

上償還し、又は低

利債に借り換え

ることができる。 

中学校整備事業 48,500 

中学校給食施設整備事

業 
15,800 

厚木北公民館整備事業 80,600 

体育施設整備事業 35,100 

計 8,671,400   



参考資料１

〔一般会計〕歳入 「ほか」と記載がある箇所の内訳
（単位：千円）

50 使用料及び手数料
5 使用料

50 教育使用料 10 小学校使用料 〔2ﾍﾟｰｼﾞ〕 【 金 額 】
行政財産使用料 351

教育施設課 348
学校給食課 3

15 中学校使用料 〔2ﾍﾟｰｼﾞ〕 【 金 額 】
行政財産使用料 205

教育施設課 183
学校給食課 22

20 社会教育使用料 〔2ﾍﾟｰｼﾞ〕 【 金 額 】
行政財産使用料 358

社会教育課 138
文化財保護課 9
青少年課 211

85 諸収入
25 雑入

15 雑入 10 総務費雑入 〔8ﾍﾟｰｼﾞ〕 【 金 額 】
広告料収入 11,602

学校給食課 50
広報課ほか 11,552

50 教育費雑入 〔9ﾍﾟｰｼﾞ〕 【 金 額 】
その他雑入 5,595

教育施設課 その他雑入（教育施設課分） 810
教育施設課 その他雑入（小中学校太陽光発電分） 1,200
学校給食課 その他雑入（南部学校給食センター分） 148
学校給食課 雇用保険受入金（学校給食課分） 52
学校給食課 その他雑入（学校給食課分） 317
学校給食課 小学校給食費遅延損害金 1
学校給食課 中学校給食費遅延損害金 1
学校給食課 小学校給食費支払督促等申立手数料 3
学校給食課 中学校給食費支払督促等申立手数料 3
学務課 雇用保険料受入金（学務課分） 9
教育指導課 雇用保険料受入金（教育指導課分） 39
教育研究所 雇用保険料受入金（教育研究所分） 38
青少年教育相談センター 雇用保険料受入金（青少年教育相談センター） 284
社会教育課 その他雑入（社会教育課分） 1,065
社会教育課 雇用保険料受入金（社会教育課分） 15
社会教育課 その他雑入（公民館太陽光発電分） 168
スポーツ推進課 その他雑入（スポーツ課分） 111
スポーツ推進課 雇用保険料受入金（スポーツ課分） 49
文化財保護課 その他雑入（文化財保護課分） 980
文化財保護課 雇用保険料受入金（文化財保護課分） 41
中央図書館 図書館資料複写収入 200
中央図書館 その他雑入（中央図書館分） 41
中央図書館 臨時職員雇用保険料受入金（中央図書館分） 20

款　　項　　目 節 説　　　　明　　　　欄
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〔一般会計〕歳出 「ほか」と記載がある箇所の内訳
（単位：千円）

50 教育費
5 教育総務費

10 事務局費 〔11ﾍﾟｰｼﾞ〕 【 金 額 】
事務局運営費 101,887

教育総務課 101,345
教育施設課 542

10 小学校費
5 学校管理費 〔15ﾍﾟｰｼﾞ〕 【 金 額 】

小学校維持管理事業費 380,056
教育施設課 356,887
学務課 23,169

15 中学校費
5 学校管理費 〔17ﾍﾟｰｼﾞ〕 【 金 額 】

中学校維持管理事業費 160,104
教育施設課 146,236
学務課 13,868

〔17ﾍﾟｰｼﾞ〕 【 金 額 】
中学校維持補修事業費 130,153

教育施設課 118,112
学校給食課 12,041

款　　項　　目 説　　　　明　　　　欄

 27



28 

 



29 

 

 

（議案第７号 参考資料２） 

 

 

 

令和５年度教育委員会当初予算主要事業 



事業数

56

13

32

21

7

10

24

32

195合計 6,156,182

基本方針６　地域主体で取り組む社会教育の振興 381,428

基本方針７　地域文化の振興と自主的な学びの支援 377,544

基本方針８　スポーツ活動の推進 486,835

基本方針３　安全な教育環境の整備 1,580,253

基本方針４　安心して共に学べる教育の推進 435,829

基本方針５　家庭・地域・学校の協働の推進 17,850

基本方針２　子どもたちを育てる支援体制の充実 177,425

令和５年度　第２次教育振興基本計画実施計画の基本方針別予算

基本方針 予算額（千円）

基本方針１　自立につながる「生きる力」の育成 2,699,018

 30



事業内容 事業費 課等名
基本
方針

1
小中学校通学区
域再編成委員会
運営費

  市立小・中学校の適正規模・適正配置を
図るため、教育委員会の諮問に応じ、適正
な通学区域の再編成に関する事項を審議す
る小中学校通学区域再編成委員会を運営し
ます。

2,367 教育総務課 3

2
小中学校学校施
設最適化推進事
業費

　北小学校南棟校舎は令和８年度に施設の
更新時期を迎えることから、施設建て替え
整備に係る基本計画策定支援業務委託を行
います。

11,019 教育施設課 3

3
小学校特別教室
冷暖房設備設置
事業費

　児童が快適な教育環境の中で安心して安
全に学校生活を送ることができるよう、特
別教室等へ冷暖房設備の設置を行います。

[設置校]　９校（厚木小、荻野小、小鮎
小、南毛利小、相川小、厚木第二小、飯山
小、森の里小、戸田小）

21,234 教育施設課 3

4
小学校校舎・体
育館改修事業費
（長寿命化）

　児童が快適な教育環境の中で安心して安
全に学校生活を送ることができるよう、受
変電設備改修工事並びに次年度以降の工事
に向け、長寿命化（機能回復）改修設計委
託及び長寿命化（機能向上）調査委託を行
います。

［工事］
・受変電設備３校
　（愛甲小、玉川小、戸室小）
［設計委託］
・長寿命化（機能回復）２校
　（妻田小、戸田小）
［調査委託］
・長寿命化（機能向上）２校
　（清水小、愛甲小）

25,268 教育施設課 3

5
中学校校舎・体
育館改修事業費
（長寿命化）

　生徒が快適な教育環境の中で安心して安
全に学校生活を送ることができるよう、次
年度以降の工事に向け、受変電設備改修設
計委託、長寿命化（機能回復）改修設計委
託及び長寿命化（機能向上）調査委託を行
います。

［設計委託］
・受変電設備３校
　（睦合中、林中、藤塚中）
・長寿命化（機能回復）１校（依知中）
［調査委託］
・長寿命化（機能向上）１校（厚木中）

27,771 教育施設課 3

教育総務部

令和５年度教育委員会当初予算主要事業一覧

事業名

                 （新）・・・新規事業　　　　　　　(単位：千円)
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事業内容 事業費 課等名
基本
方針

事業名

6 （新）
依知南小学校施
設整備事業費

　数年後に施設の更新時期を迎える依知南
小学校中央棟校舎及び西棟校舎の施設建て
替え整備に係る基本設計、解体設計委託等
を行います。

79,419 教育施設課 3

7 （新）
緑ケ丘小学校施
設整備事業費

　数年後に施設の更新時期を迎える緑ケ丘
小学校東棟校舎及び西棟校舎の施設建て替
え整備に係る基本設計、解体設計委託等を
行います。

92,267 教育施設課 3

8
中学校校庭整備
事業費

　生徒が快適な屋外施設環境の中で安心し
て安全に学校生活を送ることができるよ
う、次年度以降の工事に向け、グラウンド
改修の設計等を行います。

[測量及び実施設計委託]　１校（東名中）

9,800 教育施設課 3

9
小学校給食調理
場改修事業費
（長寿命化）

　単独調理場の長寿命化を図るため、予防
保全工事に係る調査委託を行います。

[対象及び内容]
厚木第二小学校給食調理場建築物・設備等
調査委託

6,930 学校給食課 1

10
児童・生徒登下
校等安全推進事
業費

　児童・生徒が安心して登下校できるよう
にするため、防犯ブザーの配布や学童通学
誘導員の配置等を行います。

7,683 学務課 3

11
小学校保護者負
担軽減事業費

　保護者の経済的負担の軽減を図るため、
図工科、家庭科を中心とした教材、クラブ
活動に係る消耗品・備品の購入や学級活動
に必要な消耗品を購入します。

24,821 学務課 1

12
中学校保護者負
担軽減事業費

　保護者の経済的負担の軽減を図るため、
音楽科、美術科、技術・家庭科を中心とし
た教材等や、部活動に係る備品及び学級活
動に必要な消耗品を購入します。

17,207 学務課 1

13
要保護及び準要
保護児童就学援
助事業費

　教育の機会均等を図るため、経済的な理
由により就学が困難な児童の保護者に、学
用品等の経費の一部を支給します。

81,386 学務課 4

14
要保護及び準要
保護生徒就学援
助事業費

　教育の機会均等を図るため、経済的な理
由により就学が困難な生徒の保護者に、学
用品等の経費の一部を支給します。

66,330 学務課 4

15
英語教育推進事
業費

  児童・生徒に国際理解の素地を培い、英
語によるコミュニケーション能力を育む英
語教育を推進するため、市立小・中学校に
英語を母語とする外国語指導助手（ＡＬ
Ｔ）を配置します。

54,180 教育指導課 1

学校教育部
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事業内容 事業費 課等名
基本
方針

事業名

16
グローバル教育
交流事業費

  市及び市教育委員会とエデュケーショ
ン・ニュージーランドとの教育交流に関す
る了解覚書締結に基づき、ニュージーラン
ドと教員・児童・生徒及び学校間との交流
を活性化し、児童・生徒の国際理解の促進
を図ります。

7,220 教育指導課 1

17
特別支援教育推
進事業費

  特別な支援を必要とする児童・生徒に対
する総合的な支援体制を整備するため、市
立小・中学校に学校教育指導員を派遣する
ほか、特別支援教育介助員の配置等を行い
ます。
  また、特別な支援を必要とする子どもへ
の適切な就学相談、就学指導を行うため、
「厚木市教育支援委員会」を運営し、学校
教育において、全ての子どもたちが生き生
きと学ぶ環境づくりを推進するとともに、
特別支援教育の充実を図ります。

131,704 教育指導課 4

18
インクルーシブ
教育推進事業費

　共生社会の実現に向けて、障がいの有る
無しに関わらず、全ての子どもができるだ
け同じ場で共に学び、共に育つことを目指
すインクルーシブ教育を推進するため、推
進協力校において支援体制づくりや環境整
備等について研究を行います。
　また、一人一人の可能性を伸ばし自己実
現が図れるよう、支援が必要な児童・生徒
への一貫した切れ目のない支援体制を確立
します。

360 教育指導課 4

19
外国籍児童・生
徒等支援事業費

　日本語が理解できず学校生活に支障をき
たす外国籍児童・生徒及び帰国児童・生徒
に対し、母語等の話せる日本語指導協力者
を派遣するとともに、外国籍児童・生徒が
多く在籍する学校で、放課後等を利用し、
日本語の習得や学習補助を目的とした補習
教室を開設するための支援員を派遣しま
す。

20,225 教育指導課 4

20
小中一貫教育推
進事業費

　義務教育９年間を見通した教育課程の編
成と指導の工夫改善のため、中学校区での
研修を行います。
　また、児童の中学校に対する不安を和ら
げるために、教員が市立小・中学校での授
業を兼務することを円滑に行うため、中学
校に非常勤講師を派遣します。

4,848 教育指導課 1

21
学校支援プロ
ジェクト推進事
業費

　児童・生徒の問題行動に対し、関係機関
と連携してプロジェクトチームを組織し、
一人一人に適した対応を図るとともに、定
期的に学校訪問を行い、必要な情報を収集
し、問題行動未然防止の観点から、管理職
や担当教員に対し、組織的かつ効果的な児
童・生徒指導について助言します。

3,054 教育指導課 4

22

インターナショ
ナルセーフス
クール推進事業
費

　インターナショナルセーフスクールの考
え方や手法を用い、児童・生徒がより安
心・安全に過ごすことができる学校づくり
を支援します。また、清水小学校、妻田小
学校及び睦合東中学校の再認証に向けた取
組を実施します。

350 教育指導課 3
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事業内容 事業費 課等名
基本
方針

事業名

23
ＳＥＬ教育基金
事業費

　厚木市ＳＥＬ教育基金条例に基づき、確
かな学力を身に付けた心豊かで健康な児童
及び生徒を育成するために、厚木こども科
学賞、理科・科学教育推進のための事業等
を実施します。

1,475 教育指導課 1

24
元気アップス
クール推進事業
交付金

　市立小・中学校が、子どもたちの「生き
る力」を育むことを目的に、地域との絆を
大切にした特色ある学校づくりを推進する
ための経費及び学校と教育委員会が連携し
て特定の課題等、重点的に取り組む事業に
対して必要な経費を交付します。

32,549 教育指導課 1

25
カーボンニュー
トラル教育推進
事業費

　市立小・中学校においてカーボンニュー
トラルに関する取組を実施するに当たり、
基礎的な事項を学ぶ機会を設け、意識付け
を図ります。

1,080 教育指導課 1

26
小学校児童支援
推進事業費

　不登校やいじめ、問題行動などに対し
て、きめ細かな対応ができるように、小学
校に非常勤講師を派遣し、落ち着いた学校
生活や学力の向上を図ります。

37,567 教職員課 1

27
中学校少人数学
級実施事業費

　学校の実態に応じて少人数の学級編制を
行うため、中学校に非常勤講師を派遣し、
生徒一人一人に対してきめ細かな指導を行
うことにより、学力の向上や問題行動と不
登校の減少を図ります。

9,119 教職員課 1

28
教育調査研究部
会運営費

　教育の新たな動向や今日的な課題に対応
するため、教職員等で構成する研究部会を
テーマごとに設け、毎月１回程度部会を開
き、課題解決に向けての調査研究や、教
材・資料の作成を行います。また、各校の
情報教育の担当者に対し、情報教育推進連
絡会を開催します。

297 教育研究所 2

29
教育資料提供事
業費

　学校・家庭・地域社会における教育を支
援するため、児童・生徒用の教材や、研究
の成果をまとめた研究紀要等を作成・提供
します。また、教職員を始めとする教育関
係者の実践をまとめた教育実践記録集の発
行や、教育に関する資料の収集・提供を行
います。

3,731 教育研究所 2

30
先生のための研
修事業費

　教員の指導力向上のため、教育に関する
国・県の動向や今日的課題を踏まえ、希望
制研修や専門性の向上を図るための指定研
修、初任者研修、教育研究発表会・教育講
演会を実施し、研修の充実に努めます。

1,011 教育研究所 2

31
青少年教育相談
事業費

　児童・生徒とその保護者等が抱える課題
の改善のため、来所相談や家庭訪問、小学
校へのスクールカウンセラーの派遣、小・
中学校への元気アップアシスタントの配置
等による相談活動を行います。また、複
雑・多様化する課題の深刻化を防ぐため
に、関係機関等と連携し早期改善を目指し
ます。

67,885
青少年教育
相談セン
ター

4

32
登校支援推進事
業費

　不登校を未然に防ぐため、毎月実施する
学校計画訪問を通して状況把握を行い、課
題改善に向けた校内の教育相談体制の構築
を支援し、学校と連携した様々な対策を実
施します。

9,877
青少年教育
相談セン
ター

4
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事業内容 事業費 課等名
基本
方針

事業名

33
教育支援教室運
営事業費

　不登校児童・生徒が、小集団での学習や
体験活動を通して心の安定を図り、社会的
自立を目指していけるように、個に応じた
支援や学習指導を行います。また、保護者
を対象にセミナーを行い、情報交換と保護
者同士のネットワークづくりを推進しま
す。

11,138
青少年教育
相談セン
ター

4

34
家庭教育情報提
供事業費

　家庭教育の必要性や重要性を啓発すると
ともに、家庭教育に必要な情報を提供する
ために、講演会等を実施します。

260 社会教育課 5

35
地域ぐるみ家庭
教育支援事業交
付金

  厚木市の家庭教育の向上を目指すため、
地域自らが主体となって地域の特性を生か
しながら、既存事業に家庭教育支援の視点
を加え、家庭教育支援の取組を推進しま
す。

900 社会教育課 5

36
地域学校協働活
動事業費

　厚木南地区、小鮎地区、玉川地区及び睦
合南地区に地域学校協働活動推進員を配置
します。
　また、協働活動を推進するために必要な
情報提供や、各地区等の実践事例などを、
関係団体や地域の方に学習していただき、
全市で情報共有を図るためにフォーラムを
開催します。

3,664 社会教育課 5

37
厚木北公民館整
備事業費

　厚木北公民館新築工事に伴い、家屋調査
及びテレビ電波調査を実施します。

22,426 社会教育課 6

38
厚木北公民館整
備事業費（継続
費）

　厚木北公民館再整備に向けて、新築工事
に着手します。

（継続費）
令和５年度～令和６年度
総額　1,280,591千円

鉄筋コンクリート造　地上３階建て
延床面積約1,928㎡

99,700 社会教育課 6

39
市民スポーツ活
動推進事業費

　多くの市民にスポーツに触れ合う機会を
提供するため、ニュースポーツを体験する
スポーツなじみＤＡＹなどを開催します。

・[一市民一スポーツ運動]の推進
・スポーツなじみＤＡＹ（年３回）

387
スポーツ推
進課

8

40
スポーツ推進事
業補助金

　生涯スポーツの普及・推進を図るため、
公益財団法人厚木市スポーツ協会が行うス
ポーツ推進事業に要する経費に対して補助
金を交付します。

・スポーツ大会開催事業
・スポーツ教室開催事業
・指導者養成事業他

13,867
スポーツ推
進課

8

社会教育部
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事業内容 事業費 課等名
基本
方針

事業名

41
あつぎスポーツ
アカデミー推進
事業補助金

　全国大会等に出場するトップアスリート
を輩出するため、公益財団法人厚木市ス
ポーツ協会が行うあつぎスポーツアカデ
ミー事業に要する経費に対して補助金を交
付します。

・ジュニア育成事業（運動能力開発、競技
力向上）
・指導者養成事業

4,780
スポーツ推
進課

8

42
市民体力向上推
進事業費

　学校法人日本体育大学と連携し、幼児か
ら高齢者の幅広い世代に体力向上や健康増
進を図る事業に対し、講師の派遣等を行い
スポーツへの関心を高めスポーツ人口の拡
大を図ります。

1,214
スポーツ推
進課

8

43
グラウンド・ゴ
ルフ場整備事業
費

　子どもから高齢者まで楽しむことができ
るグラウンド・ゴルフ場の進入路整備に向
け、用地取得を行います。

1,862
スポーツ推
進課

8

44
郷土博物館活動
推進事業費

  博物館活動の推進を図り、生涯学習の拠
点として、ふるさと厚木の文化や歴史、自
然に触れて郷土愛を育むとともに、生涯に
わたって学べる機会の充実を図ります。

4,467
文化財保護
課

7

45
郷土博物館特別
展示事業費

　郷土博物館が行ってきた歴史、民俗、生
物分野に関する研究や調査の知見に基づ
き、得られた成果を特別展や企画展として
公開するとともに講演会等を実施します。

・特別展「蛾の世界」
・企画展「デビュー100年「和田　傳」再発
見－今甦る　あつぎの明治・大正・昭和を
生きた作家の真実　－」
・企画展「火の用心」

13,497
文化財保護
課

7

46
市史編さん事業
費

　本市の歴史的変遷をまとめるため、資料
の調査、市史の編集作業等を実施するとと
もに、市史編さん事業を広く周知するた
め、『厚木市史資料叢書』及び『厚木市史
たより』を発行します。

14,689
文化財保護
課

7

47 郷土芸能事業費

　市内に伝わる郷土芸能の継承と普及のた
めに、保育施設、小・中学校、公民館等を
対象とした事業を実施します。
　また、後継者育成のため、郷土芸能学校
を開校します。

・郷土芸能普及公演
・郷土芸能出前体験教室
・郷土芸能学校
・郷土芸能まつり
・第51回相模人形芝居大会（４市５団体）
・第45回相模ささら踊り大会（６市８団
体）

3,489
文化財保護
課

7

48
電子図書館事業
費

　24時間365日、スマートフォン等で閲覧で
きる電子図書館について、電子書籍の充実
を図ります。

6,600 中央図書館 7
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   令和５年度厚木市公共用地取得事業特別会計予算について 

 

 

 令和５年度厚木市公共用地取得事業特別会計予算について、別紙のとおり同意する。 

 

 

  令和５年２月２６日提出 

 

                          

厚木市教育委員会 

教育長  佐 後 佳 親 

 

 

 

提案理由 

 令和５年度厚木市公共用地取得事業特別会計予算について、地方教育行政の組織及び運

営に関する法律第２９条の規定により、市長から意見を求められたので、これに同意する。 



本 　年 　度 前 　年 　度 比　　　　較

２　歳　入

区　　　　　分

節

金　　　　額
説　　　　　　　　　明款　　　　　　　　項　　　　　　　　目

部課：社会教育部　　社会教育課

10 繰入金 　     12,429 　     12,460          △31

 5 他会計繰入金 　     12,429 　     12,460          △31

 5  5一般会計繰入金 　     12,429  1　一般会計繰入金　…………………………………一般会計繰入金 　     12,429 　     12,460          △31

        12,429

　     12,429 　     12,460          △31歳 　　 入 　　 合　 　 計

１０繰入金

（単位：千円）

40011
タイプライターテキスト
1

40011
テキストボックス

40011
タイプライターテキスト
１　歳　入



３　歳　出
部課：社会教育部　　社会教育課

 5 公債費 　     12,429 　     12,460          △31

　     12,429 　     12,460          △31 5 公債費

 5 元金 　     12,245 　     12,245 　          0       12,245 23 償還金、利子及び割引料 　     12,245  1  市債元金　……………………………………一般財源

        12,245

10 利子 　        184 　        215          △31          184 23 償還金、利子及び割引料 　        184  1  市債利子　……………………………………一般財源

           184

　     12,429 　     12,460          △31歳　　出　　合　　計

本　年　度 前　年　度 比　　較
本年度の財源内訳

款　　　項　　　目
金　　額 区　　　　分 金　　額

説　　　　　　　　　明
節

  ５公債費

区　分

（単位：千円）

40011
タイプライターテキスト
2

40011
テキストボックス

40011
タイプライターテキスト
２　歳　出



議案第９号 

 

 

厚木市個人情報の保護に関する規則について 

 

 

厚木市個人情報の保護に関する規則を別紙のとおり制定する。 

 

 

  令和５年２月２６日提出 

 

                          

厚木市教育委員会 

教育長  佐 後 佳 親 

 

 

 

提案理由 

個人情報の保護に関する法律の一部改正に伴い、厚木市教育委員会が保有する個人情報

に係る同法及び厚木市個人情報保護条例の施行について定めるため、本規則を制定する。 



厚木市個人情報の保護に関する規則 

 

厚木市教育委員会が保有する個人情報に係る個人情報の保護に関する法律

（平成15年法律第57号）及び厚木市個人情報保護条例（令和４年厚木市条例第19

号）の施行については、厚木市個人情報の保護に関する規則（令和４年厚木市規

則第37号）の例による。 

 

附 則 

（施行期日） 

１ この規則は、令和５年４月１日から施行する。 

（厚木市個人情報保護条例施行規則の廃止） 

２ 厚木市個人情報保護条例施行規則（平成17年厚木市教育委員会規則第５号）

は、廃止する。 

 



参考資料 

厚木市個人情報保護条例施行規則 

平成17年教委規則第５号 

（趣旨） 

第１条 この規則は、厚木市個人情報保護条例（平成16年厚木市条例第11号。

以下「条例」という。）の施行に関し、厚木市教育委員会が保有する個人情

報の保護について必要な事項を定めるものとする。 

（個人情報管理責任者） 

第２条 条例第13条第３項に規定する個人情報管理責任者は、厚木市教育委員

会職員の職の設置に関する規則（昭和56年厚木市教育委員会規則第５号）第

３条第１項に規定する課長及び同規則第４条第１項に規定する教育機関の長

（部に属する出先機関の長に限る。）の職にある者並びに厚木市立の小学校

及び中学校の校長をもって充てる。 

（他の規則の例による事項） 

第３条 条例の施行に関し必要な事項については、この規則に定めるもののほ

か、厚木市個人情報保護条例施行規則（平成17年厚木市規則第13号）の例に

よる。 

 

附 則 

１ この規則は、平成17年４月１日から施行する。 

２ 厚木市個人情報保護条例施行規則（平成４年厚木市教育委員会規則第４号）

は、廃止する。 

 



報告事項１～４については、 

非公開案件となります。 

 



資料５

　(1) 体力・運動能力

小５男子 小５女子 中２男子 中２女子

全国 16.21 16.10 28.99 23.21

県 16.80 16.57 29.06 23.17

厚木市 16.44 16.08 28.34 22.80

全国 18.86 17.97 25.74 21.67

県 19.20 18.12 25.98 21.35

厚木市 18.80 17.50 25.24 20.18

全国 33.79 38.18 43.87 46.07

県 35.28 39.40 44.68 46.12

厚木市 34.39 38.92 42.76 43.64

全国 40.36 38.66 51.05 45.81

県 38.91 36.65 50.52 44.86

厚木市 38.69 36.24 49.24 43.65

全国 409.81 302.89

県 410.57 311.87

厚木市 432.38 310.48

全国 45.92 36.97 78.07 51.60

県 43.57 33.15 78.53 49.39

厚木市 42.50 31.91 75.89 47.62

全国 9.53 9.70 8.06 8.96

県 9.50 9.70 7.97 8.91

厚木市 9.59 9.77 8.01 8.89

全国 150.83 144.55 196.89 167.04

県 150.00 142.70 196.43 165.21

厚木市 148.13 141.15 194.22 161.02

全国 20.31 13.17 20.28 12.45

県 19.84 12.75 20.26 12.28

厚木市 19.19 12.36 19.90 12.21

全国 52.28 54.31 41.04 47.42

県 52.27 53.63 41.49 46.75

厚木市 51.38 52.23 39.85 44.77

令和４年度全国体力・運動能力、運動習慣等調査結果
１　調査結果

種目(８種類）　※中学のみシャトルランと持久走を選択できる

握力(kg)

上体起こし(回）

長座体前屈（ｃｍ）

反復横跳び(点）

持久走（秒）
男子1,500ｍ・女子1,000ｍ

20mシャトルラン（回）

50ｍ走(秒）

立ち幅跳び（ｃｍ）

(小）ｿﾌﾄﾎﾞｰﾙ投げ（ｍ）
(中）ﾊﾝﾄﾞﾎﾞｰﾙ投げ（ｍ）

体力合計点(80点満点）
　（10点×８種目＝80）

※厚木市持久走・シャトルラン実施状況：持久走４校、シャトルラン1２校、両種目実施３校

※　　　　　は、全国平均を上回っている項目（以下の表も同様）

1



小５男子 小５女子 中２男子 中２女子

全国 69.8 54.9 62.1 44.2

県 69.9 55.2 63.7 43.9

厚木市 69.0 52.6 61.6 41.6

全国 73.4 59.3 57.2 41.9

県 72.9 58.8 57.9 39.1

厚木市 72.7 57.8 64.3 40.1

全国 82.3 81.1 80.0 73.4

県 81.9 81.1 78.2 71.5

厚木市 78.7 76.9 76.1 68.6

全国 66.7 69.3 28.5 20.9

県 68.2 70.2 29.2 22.3

厚木市 65.9 64.5 25.7 17.8

全国 41.1 34.8 47.5 45.1

県 46.1 39.7 53.1 52.4

厚木市 47.6 42.7 51.3 54.8

小５男子 小５女子 中２男子 中２女子

33.9 60.5 48.0 53.4

37.3 51.9 44.0 50.0

25.4 37.0 24.0 27.6

23.7 34.6 34.0 39.7

小５男子 小５女子 中２男子 中２女子

48.5 52.9 52.9 64.5

54.7 57.6 50.5 56.6

41.2 38.5 50.4 43.5

41.7 35.7 42.8 37.5

　(2) 運動習慣等 （単位：％）

質問項目　※児童・生徒質問紙より抜粋

①運動が好き
　（好きと答えた率）

②体育（保健体育）の授業は楽しい
　（楽しいと答えた率）

③朝食を毎日食べている
　（毎日食べると答えた率）

④毎日の睡眠時間
　（８時間以上の率）

⑤平日における学習以外のスクリーンタイム
　（３時間以上の率）

⑥　「②」で「あまり楽しくない」又は「楽しくない」と回答した児童・生徒が「今後どのようなことがあれば
　今より体育（保健体育）の授業が楽しくなるか」（複数回答可）　＊上位の回答

⑦　これまでの体育（保健体育）の授業で「できなかったことができるようになった」きっかけ、理由
　　（複数回答可）　　＊上位の回答

回答

人と比べられない

自分に合った場やルールがある

できないことができるようになる

自分のペースでできる

回答

先生に個別にコツやポイントを教えてもらった

授業中に自分で工夫をした

先生や友達の真似をした

友達に教えてもらった

（単位：％）

（単位：％）
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　(3) 学校の取組

全国

県

厚木市

全国

県

厚木市

全国

県

厚木市

全国

県

厚木市

Ｒ４

Ｒ３

比較

Ｒ４

Ｒ３

比較

Ｒ４

Ｒ３

比較

Ｒ４

Ｒ３

比較

33.3

　(4) 学校の取組　令和３年度・令和４年度の比較　　　　　　　　　　　

質問項目　※学校質問紙より抜粋 小学校 中学校

①学校全体の体力・運動能力向上の目標
設定
　（していると答えた率）

60.9 15.4

69.6 41.7

-8.7 -26.3

②調査結果を踏まえた授業等の工夫･改善
　（したと答えた率）

13.0 23.1

26.1 50.0

-13.1 -26.9

③授業の目標を児童・生徒に示す活動
　（いつも取り入れていると答えた率）

30.4 84.6

52.2 66.7

-21.8 17.9

④体育の授業以外での体力・運動能力向上
に係る取組
　（全ての児童・生徒に取り入れていると答え
た率）

91.3 46.2

56.5 58.3

34.8 -12.1

30.8 44.0

30.4 53.1

55.0

45.0 88.9

50.0 33.3

59.6 88.9

51.8 84.0

35.0 44.4

②体育（保健体育）の授業で児童・生徒同士
が助け合い、役割を果たす活動
　（いつも取り入れていると回答した割合）

③体育（保健体育）の授業で児童・生徒同士
が話し合う活動
　（全ての学年で取り入れていると回答した割
合）

④体育（保健体育）の授業でのICT活用頻度
　（週２時間以上と回答した割合）

40.6 48.4

44.8 48.1

（単位：％）

①運動・スポーツが苦手な児童・生徒向けの
取組、能力差に応じた取組
　（行っていると回答した割合）

小学校 中学校

51.9 63.0

47.5 65.4

質問項目　※学校質問紙より抜粋

（単位：％）
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２　体力合計点（全国）の経年変化

54.7 
55.0 55.2 

55.5 55.7 55.9 
55.6 

54.7 
54.3 

52.3 

51.2 51.1 

52.8 53.0 

54.4 
53.8 

53.0 

52.2 

51.0

52.0

53.0

54.0

55.0

56.0

57.0

H25 H26 H27 H28 H29 H30 R1 R3 R4

小：女子 体力合計点

全国 厚木市

53.9 53.9 53.8 53.9 
54.2 54.2 

53.6 

52.5 52.3 52.4 

51.3 51.2 
51.8 

52.3 
52.7 

51.8 
51.3 51.4 

50.0

51.0

52.0

53.0

54.0

55.0

56.0

H25 H26 H27 H28 H29 H30 R1 R3 R4

小：男子 体力合計点

全国 厚木市

41.7 41.6 41.8 42.0 42.0 42.2 

41.6 
41.2 41.0 

39.8 39.6 
40.1 

40.4 

39.5 
39.8 

41.1 

39.0 

39.9 

38.0

39.0

40.0

41.0

42.0

43.0

44.0

H25 H26 H27 H28 H29 H30 R1 R3 R4

中：男子 体力合計点

全国 厚木市

48.3 
48.6 

49.0 
49.4 

49.8 
50.4 

50.0 

48.4 

47.4 

47.4 

46.5 
46.1 

46.8 

45.7 

47.0 

49.0 

46.8 

44.8 44.0

45.0

46.0

47.0

48.0

49.0

50.0

51.0

H25 H26 H27 H28 H29 H30 R1 R3 R4

中：女子 体力合計点

全国 厚木市
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３ 令和４年度全国体力・運動能力、運動習慣等調査結果の分析について 
(1) 体力・運動能力調査 

厚木市の特徴としては、小学生は柔軟性が優れており、中学生はスピードが優れてい

る。令和３年度の調査結果では、全国平均を上回った種目が合計８種目（小５男子：３

種目、小５女子：２種目、中２男子：１種目、中２女子：２種目）であったが、令和４

年度は次のとおり合計５種目に減少した。 
 

「体力・運動能力」調査について、全国平均を上回っている種目 
ア 小５男子 握力、長座体前屈 
イ 小５女子 長座体前屈 
ウ 中２男子 50ｍ走 
エ 中２女子 50ｍ走 

 
(2) 運動習慣等調査・学校の取組に対する調査 

  ア 「運動習慣等」に対する調査について、全国と厚木市の結果を比較すると次のとお

りである。 
  （ｱ） 「運動が好き」については、全ての対象において下回っている。 
  （ｲ） 「体育の授業が楽しい」については、中２男子を除いて下回っている。 
  （ｳ） 「朝食を毎日食べている」については、全ての対象において下回っている。 
  （ｴ） 「毎日の睡眠時間」（８時間以上）については、全ての対象において下回ってい

る。 
  （ｵ） 「平日における学習以外のスクリーンタイム」（３時間以上）については、全て

の対象において上回っている。 
  （ｶ） 「②で否定的な回答をしたうち、今より体育の授業が楽しくなる取組」について

は、全ての対象において、上位四つが「自分のペースでできる」、「できないことが

できるようになる」、「自分に合った場やルールがある」、「人と比べられない」であ

った。 
  （ｷ） 「体育の授業でできないことができるようになったきっかけ、理由」については、

全ての対象において、上位四つが「友達に教えてもらった」、「先生や友達の真似を

した」、「授業中に自分で工夫をした」、「先生に個別にコツやポイントを教えてもら

った」であった。 
 

イ 「学校の取組」に対する調査について、全国と厚木市の結果を比較すると次のとお

りである。 
  （ｱ） 「運動・スポーツが苦手な児童・生徒向けの取組、能力差に応じた取組」につい

ては、小・中学校ともに下回っている。   
（ｲ） 「体育の授業で児童・生徒同士が助け合い、役割を果たす活動」及び「体育の授

業でのＩＣＴ活用頻度」については、小学校において上回っている。 
（ｳ） 「体育の授業で児童・生徒同士が話し合う活動」については、小学校が下回り、

中学校が同様となっている。 
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  ウ 「学校の取組」について、令和４年度の取組を令和３年度と比較すると次のとおり

である。 
  （ｱ） 「学校全体の体力・運動能力向上の目標設定」及び「調査結果を踏まえた授業等

の工夫･改善」については、小・中学校ともに減少している。 
（ｲ） 「授業の目標を児童・生徒に示す活動」については中学校において、「体育の授

業以外での体力・運動能力向上に係る取組」については小学校において、増加して

いる。 
    
４ 全国及び厚木市における体力合計点の経年変化については、次のとおりである。 
 全国的に、平成 30 年度以降、児童・生徒の体力レベルの低下傾向が進む状況が見られ、

特に、新型コロナウイルス感染症発生前の令和元年以降全国的に低下している。 
一方、厚木市では小・中学生の男子は令和４年度にわずかながら高まっている。 

 
５ 今後の取組について 

前回の調査結果から、中学校においては授業の目標を生徒に示し活動に取り組む、小学

校においては体育の授業以外で体力・運動能力の向上に取り組むなどの改善が見られた。 
一方、教育委員会から、令和３年度の各学校の結果を中学校区ごとにまとめた資料及び

全国・県・厚木市の平均を示した掲示物、各種目のポイントを示した掲示物を作成し、中

学校区単位での検討や授業においての目標設定に活用できるよう発信したり、ＧＩＧＡス

クール端末を活用し、各種目で有効に活用できる補助運動などの例について、教員向けに

クラスルームを立ち上げ、クラウド内での提示を実施したりした。しかし、調査結果を踏

まえた目標設定や授業の工夫・改善については十分と言えるほどの活用は見られなかった。 
今年度の課題としては二つあり、一つ目としては授業改善にある。体育の授業に対して

否定的な回答をしている児童・生徒が楽しくなるための大きな要因として、「できなかっ

たことができるようになったとき」、「自分のペースで行うことができたとき」が挙げられ

ている。 
また、「できるようになったきっかけ」という発問では、「友達に教えてもらった」、「先

生や友達の真似をしてみた」、「授業中に自分で工夫をした」等が多くを占めている。しか

し、それらをなしえるために有効と思われる「児童・生徒同士が助け合い、役割を果たす

活動」、「児童・生徒同士が話し合う活動」、「ＩＣＴの活用頻度」については、体育の授業

の取組として十分とは言えない状況である。 
二つ目としては生活習慣の改善にある。体力合計点と相関関係のある「朝食の喫食率」、

「毎日の睡眠時間」については全国より低く、「平日のスクリーンタイム」は全国を上回

っている。 
以上のことから、今後については次の取組を進めていく。 
 

(1) 体育の授業において、学び合いの活動を積極的に取り入れていく。その際に有効な手

立ての一つとして、ＩＣＴ機器の活用があると考える。ＩＣＴ機器を活用し、自分や自

分のチームの動きを客観的に捉える。さらに、他者や他のチームとの違いを確認し、解

決策・改善の手立てについて自分や仲間と一緒に考え、取り組む。こうした授業を増や

すことにより、児童・生徒が主体的に取り組み、対話を通して深い学びにつながり、達

成感と運動の楽しさを味わうことができ、生涯を通してスポーツに親しむ素地が培われ

ると考える。 
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  今後、体育の授業におけるＩＣＴ機器の活用事例を教職員用クラスルームに掲載し

て、活用を促していく。 
 
(2) 生活習慣に関する「朝食の喫食率」、「毎日の睡眠時間」及び「平日のスクリーンタイ

ム」については、家庭の協力なしに解決できないと考える。これまで学校に対して、体

力テストの結果を伝えていたが、運動習慣等の調査結果についても整理し、課題意識を

持ち、家庭との連携を深められるよう発信していく。 
また、学校運営協議会等を活用し、学校の現状を地域に発信し、情報を共有し、意見

交換することで、学校としての取組だけでなく、地域と協働した取組を進められるよう

働きかけていく。 



参考資料 
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高めたい体力 運動例 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【学校でできる運動】 

雲梯（うんてい）              

 

 

 

 

□渡り歩き…足をかけて移動          

□けんすい移行…よこに移動 

肋木（ろくぼく） 

 

 

 

 

 

□上り下り 

【学校以外でできる運動】 

グーパーストレッチ          

 

 

 

 

 ①ぐっと握ったら 1 秒キープ     

 ②ゆっくり大きく開く        

 ③10 回繰り返す          

タオルトレーニング 

 

 

 

 

①両手を使ってしぼる 

②手を伸ばして行う 

③手の向きを逆にしてしぼる 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【学校でできる運動】 

バンダナボール投げ 

 

 

 

 

 

 

 

①体を後ろに傾けて投げる 

②投げ手と反対の腕は、斜め上方向に向ける 

③親指、人差し指、中指の３本の指で握る 

紙鉄砲 
 

 

 

 

 

 

 

 

①肘は肩より高く上げる 

②腰の下まで腕を振りきる 

【学校以外でできる運動】 

ボール投げ 

 

 

 

 

 

①頭より高くボールを上げる 

②腕を大きく振り上げる 

風船バレー 

 

 

 

 

 

 

腕を高くあげる ②何回続くかな 
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高めたい体力 運動例 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【学校や学校以外でできる運動】 

折り返しリレー              

 

 

 

 

 

□ゲームの要素を取り入れる 

かけっこ 

 

 

 

 

 

□距離や方向を決めて走る 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【学校でできる運動】 

跳の遊び 

 

 

 

 

 

 

 

□片足踏切、両足踏切、前向き、横向き、連続跳びなどいろいろな跳び方 

□ゴムの高さを変えたり、やさしい場や挑戦する場を設定したりする 

【学校以外でもできる運動】 

ケンパー跳び遊び 

 

 

 

 

 

 

 

 

   リズムを変える 

□輪と輪の距離を変える 

□置き方を変える    

ケンパー跳び遊び 

 

 

 

 

 

 

 

 

簡単なリズムからの発展 

□横向き、後ろ向きなど色々な跳び方 

□両方向からスタートして向かい合ったら

じゃんけんをするなど、ゲームの要素を

取り入れる 
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児童・生徒が主体的に取り組むための手立て…第１段階 

Step1 ①記録を入力する。→ ②得点・③レーダーチャートに自動表示される。 

Step2 レーダーチャートを基に自分の体力の特徴を分析する。 

    １年後の目標を設定する。 

Step3 バランスよく体力要素を高めるための運動を運動例から選び、取り組む。 

Step4 年度末に各項目を実施し、１年間の取組を振り返る。 

項 目 握  力 
上 体 

起こし 

長  座 

体前屈 

反  復 

横跳び 

20ｍシャ

トルラン 
50ｍ走 

立  ち 

幅跳び 

ハンドボ

ール投げ 

体力の 

要 素 
筋  力 

筋    力 

筋持久力 
柔軟性 敏捷性 

全  身 

持久力 
スピード 瞬発力 

巧緻性 

瞬発力 

⓵記 録 ２９ kg ２１ 回 ３５ cm ４９ 点 ５１ 回 ８．１ 秒 207 cm １７ m 

②得 点 ７ ７ ４ ８ ６ ８ ９ ７ 

巧緻性・瞬発力 
（遠くに投げる力） 

③ 

自分の体を知り、バランスよく体力を高めよう!! 


